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土木工事施工管理基準

この施工管理基準は、愛媛県土木工事共通仕様書第1編1-1-1-22（施工管理）に規定する、

土木工事の施工管理の基準を定めたものである。

１．目 的

この基準は、土木工事の施工について、契約図書に定められた工期、工事目的物の出

来形及び品質規格の確保を図ることを目的とする。

２．適 用

この基準は、愛媛県が発注する土木工事の施工に適用する。ただし、設計図書に明示

されていない仮設構造物は除くものとする。また、工事の種類、規模、施工条件等によ

り、この基準によりがたい場合、または、基準、規格値が定められていない工種につい

ては、監督員と協議の上、施工管理を行うものとする。

３．構 成

施工管理の構成は下記によるものとする。

工程管理

施工管理 出来形管理

(工事写真を含む) 品質管理

４．管理の実施

（１）受注者は、工事施工前に、施工管理計画及び施工管理担当者を定め、施工計画書に

記載しなければならない。

（２）施工管理担当者は、当該工事の施工内容を把握し、適切な施工管理を行わなければ

ならない。

（３）受注者は、測定（試験）等を工事の施工と並行して、管理の目的が達せられるよう

速やかに実施しなければならない。

（４）受注者は、測定（試験）等の結果をその都度管理図表等に記録し、適切な管理のも

とに保管し、監督員の請求に対し速やかに提示するとともに、工事完成時に提出しな

ければならない。

５．管理項目及び方法

（１）工程管理

受注者は、工事内容に応じて適切な工程管理（ネットワーク、バーチャート方式な

ど）を行うものとする。

この場合において、受注者は、監督員が指示した場合は、更に詳細な工程表（工程

管理図、工種別工程表、細部工程表、短期工程表、総合工程表等）を作成しなければ

ならない。

ただし、１件の請負代金額が５０万円未満の工事及び年間維持工事（県が管理する

施設、設備等の安全性を確保すること又はその機能若しくは性能を維持することを目

的とし、おおむね年間を通じて行う維持、修繕等の工事をいう。）については、省略で

きるものとする。
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（２）出来形管理

受注者は、出来形を出来形管理基準に定める測定項目及び測定基準により実測し、

設計値と実測値を対比して記録した出来形管理資料を作成し管理するものとする。

なお、測定基準において測定箇所数「○○につき１ヶ所」となっている項目につい

ては、小数点以下を切り上げた箇所数測定するものとする。

（３）品質管理

受注者は、品質を品質管理基準に定める試験項目、試験方法及び試験基準により管

理するものとする。

この品質管理基準の適用は、試験区分で「必須」となっている試験項目は、全面的

に実施するものとする。

また、試験区分で「その他」となっている試験項目は、特記仕様書で指定する場合

及び監督員が指示する場合に実施するものとする。

６．規格値

受注者は、出来形管理基準及び品質管理基準により測定した各実測（試験・検査・計

測）値は、すべて規格値を満足しなければならない。ただし、現地取り合わせ等設計段

階で設計値の確定が困難なものについては、監督員が認めた場合は、この限りではない。

７．その他

受注者は、工事写真を施工管理の手段として、各工事の施工段階及び工事完成後明視

できない箇所の施工状況、出来形寸法、品質管理状況、工事中の災害写真等を写真管理

基準（案）により撮影し、適切な管理のもと保管し、監督員の請求に対し速やかに提示

するとともに、工事完成時に提出しなければならない。

附 則

１ この基準は平成19年４月１日以降発注する工事に適用する。

２ 土木工事施工管理基準（平成11年３月26日土第412号）は廃止する。

附 則

１ この基準は平成22年８月１日以降発注する工事に適用する。

附 則

１ この基準は平成26年７月１日以降発注する工事に適用する。

附 則

この基準は平成30年７月１日以降発注する工事に適用する。


